
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度当初予算(案)の概要 

「未来につなぐ予算」を編成 
 

平成29年度は、天皇皇后両陛下が、日高市を訪問されました。また、埼玉県マーチングリ

ーグに登録されて初めて開催した日高かわせみの里ツーデーウオーク、「遠足の聖地」プロ

ジェクトなどにより、たくさんの笑顔があふれ、活気に湧きました。 

そして、これからも日高市が、笑顔にあふれ、活気に満ちあふれた明るいまちとしてあり

続けられるよう、今、まさに実施する取り組みが子どもたちの未来に、これからの市民生活

に、そして将来の日高市に確実につながるよう「未来につなぐ予算」を念頭に置き、柱とす

る４つの施策とこれに連携する事業を重点に掲げ、予算を編成いたしました。 

 

○歳入歳出予算規模(一般会計)  

１７５億５，０００万円  ２．８％減 (５億円減) 

 

Ⅰ 次世代を担う子どもたちを安心して育てることができる「子育て応援」 

Ⅱ 環境にやさしく生活に密着した都市基盤を整える「住環境整備」 

Ⅲ 市民が安心して、生き生きと生活ができる「安心安全なまちづくり」 

Ⅳ 誰もが住みたいと思えるまち、誰もが住み続けたくなるまちの実現に向け、市の特徴

を生かした「人口減少対策」 

Ⅴ 上記Ⅰ～Ⅳの「連携」 

記 者 発 表 資 料 
平成 30年２月 23日（金） 

日 高 市 

 総合政策部 財政課 財政担当  

 ℡042-989-2111 内線 3341  

 担当者職・氏名 課長 大野 康行  

資料 １１ 



平成３０年度日高市一般会計予算

平成２９年度は、天皇皇后両陛下が
本市を訪問されました。また、「遠足の聖地」宣言や日高かわせみの里ツーデーウオーク
の初開催などにより、多くの方々に訪れていただくとともに、広く日高市を発信することが
できました。平成３０年度は、まちづくり、人づくりを基本に 「未来につなぐ予算」を念頭に
おいて、次の４つの施策を柱とした予算を編成いたしました。

日高市長 谷ケ﨑 照雄

プロモーション動画で「日高市」を発信 2,737千円

高齢者等おでかけ支援事業 12,330千円

子育て総合支援センター ＯＰＥＮ 5,593千円

子育て応援

多子世帯への育児用品の支給 1,600千円

母子保健利用者支援事業 3,919千円

JR高麗川駅東口の開設と周辺道路整備 44,237千円

北平沢運動場のリニューアル 70,405千円

最高速度30㎞区域「ゾーン３０」 13,101千円

「遠足の聖地」プロジェクト 11,154千円

結婚活動支援事業 251千円

人口減少対策

安心安全なまちづくり

住環境整備

結婚活動を支援するため、県等で設立するSAITAMA出会
いサポートセンターに加入するとともに結婚活動支援
イベントを開催します。

➡ 遠足の聖地プロジェクト事業 6,154千円
➡ 巾着田維持管理事業 58,003千円
➡ 緑の保全推進事業 10,008千円
遠足スポットに記念スタンプを設置します。
巾着田に行幸啓記念碑と案内看板を設置します。
遠足コースとなっている物見山からの眺望を広げるた
め、樹木の間伐等を行います。

➡ 総合戦略推進事務 3,314千円
広く市の魅力を発信していくため、プロモーション動
画を制作します。

➡ 防災情報伝達システム整備・維持管理事業
18,798千円

防災行政無線のデジタル化を進めます。また、Jアラー
ト新型受信機への更新（3,028千円）を行います。

高齢者等の移動手段を確保す
るため、75歳以上の方や自動
車運転免許証を自主返納した
75歳未満の方を対象にバス利
用やタクシー利用の助成を行
います。

予算総額175億5,000万円

➡ 交通安全施設整備・維持管理事業 47,199千円
高麗川駅西側に位置する四本木・高麗川地区の一部の
ゾーン３０を進めます。

➡ 北平沢運動場維持管理事業 71,534千円
県道飯能寄居線バイパスの開通に併せて、高麗川に隣
接する北平沢運動場を再整備します。

➡ 高麗川駅東口開設事業 200千円
➡ 高麗川駅東地区整備事業 44,037千円

ＪＲ高麗川駅東口の開設、及び延伸する市道（B287号
線）の整備を進めます。

○ 予防接種事業 … 中学３年生のインフルエンザ予防接種費用を全額負担します。

○ 英語教育推進事業 … 中学生での英語検定３級の取得を目標とし、中学３年生の英語検定費用を全額負担します。

○ 議会運営事務 … 市内にある６つの小学校から子ども議員を選出し、子ども議会を開催します。

➡ 地域子育て支援センター運営事業 21,091千円
➡ 子育て総合支援センター運営事業 186千円

総合福祉センター「高麗の郷」に子育て支援の拠点とし
て『子育て総合支援センター』を開設します。
〔連携事業〕
・子育て利用者支援事業
・発達に関する育児相談事業

➡ 乳幼児支援事業 8,115千円
新生児が誕生した世帯に対し、子育てに関する助言等を
行うため、保健師や助産師による全戸訪問を強化します。

妊娠届の提出と併せて助産師等への相談ができるよう、
全ての妊娠届の受付と母子手帳の交付を生涯学習セン
ター内にある保健相談センターで行います。

➡ 多子世帯応援事業 1,600千円
第３子以降の子どもが生まれた世帯に育児用品２万円相
当分をお届けします。

防災行政無線のデジタル化 10,800千円

創業支援事業 500千円

市創業支援計画に基づき、市商工会とタイアップして
創業に関する講座を開催するなど、地域における創業
を促進します。

赤ちゃんが生まれたお宅への全戸訪問 1,418千円

上記に「連携」する事業


